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留学生 の要 望の変 化と対 応

昨年はＲＫＫ創立20 周年を祝い､ 多くの方々と交流を深め

ることができ､ さらに留学生､ 会員そして大学 や神奈川県の

方々のご寄稿による記 念誌を発行し､記憶と記録に残る201

9 年でした。

この２０年間､ 活 動内容にも多くの変化がありました｡ 最近

は、日本語支援で論文の添削､ 就活面の支援等､ 文化交流

では個人的なパートナーシップ､ 見学先は工場のみならず社

会施設や歴史文化物等にも広がっています｡ また、1:1 個別

支援を円滑に､ 前向きに進めるため には､ 余裕のある支援力

を備えることが求められてきました。

今後､ 留学生は日本をさらに広く知ることを期待し､ 大学卒

業 後も日本に止まる傾向も増えると予想されます｡ 留学生と

有意義な楽しい交流を続けるために､ 必要に応じて支援方法

の変更 や要望に応じたレベルアップが求められるかもしれま

せん｡ そして､ 時には､ 従来の支援のあり方にとらわれない支

援､ 交流もあろうかと思います｡ 創立20 周年記念で謳った

“未来に向かって､ 新たな一歩"を踏み出そうではありません

か。

それにしても､新 型コロナウイルス感染症のますますの広

がりで､ 活動のままならない状況が続きます が､ 早期の収束

を祈 念します｡ お互いに十分､ 注意をはらいたいと思います。
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ホ ームページ｛j随時更新しており、新しく留学生支援悄報を追加しました。

併せて「会員の ひろぱ」を通じて。留学生に対する支扨、交流体験の他、コンサート、映画、絵画

など趣味の情報交換にもご利用下さい。掲戴希望の 会員{Ｊメッセージを

にお 知らせください。

投稿 先アド レ ス: ｓｕgitａ１５２６＠ｙbb.ｎｅ.jｐ

掲載 ホームページ: ｈttｐyyｒｋｋｗｏｒld.ｃミ ａｎ.jp/　 またに1、1111j§区司 で検索

ホームページへのアクセスにl』、右コードをスキャンして下さい。

広報 委貝会では会員の皆様からの寄稲をお待ちしており ます。



就 職 活 動情 報

留学生の就職活動について

1. はじめに

才¢
．　　　 過去にキャリアカウンセラーとして二. 三

の大学で学生の 就職活動をサポートしたこ

il　

とがあります．

．

・

現在の状況とはかなり変化しているが. 大

切なことは､ あまり変わってないようなので､ 留 学生およびそ

のサポート役のＲＫＫ会員(チューター) に少しでも参考になる

と思われることを記載してみます．

2｡ 就活を始める前に

留学生が日本企業に就職を希望する場合､ 克服すべき

課題は多い｡ さらに採用する側の受け入れ体制が不十分

であるのが現状のようだ｡(2019 年12 月、(株) ディスコ

社｢外国人留学生の採用に関する調査｣)

そこで､ 就職活動を始める前に極めて基本的な事 項を

整理しておいてほしい。

･留学先に何故日本を選び､ 何を勉強したかったのか

･何のために就職するのか

･どのような活動をしたいのか

一将来どのような人間になりたいのか

簡単に答えられる課題ではないが､これらの問題に対し

て整理し､説 得力のある説明ができるようにしておけば 、

多くの乗り越えるべき壁のある就 職活動を完遂する上で

重要でしょう。

3. 就職志望先の選択

一般的な就 職活 動の準備事 項｡ 例えば企業研 究､ イ

ンターンシップ､ エントリーシート等については自ら学ぶ

しかありません。

可能性のある就職志望先を選択するに当たっては以下

就活情報支援委員会　岸野 任宏

のことが大切でしょう。

Ａ:自分がやりたいこと 日:自分が出 来ること Ｃ:就

職希望先が自分に望んでいる(と思われる)こと

このＡ､Ｂ､Ｃが重なり合うところを選択するのが 内定

を取得出来る可能性が馮くなるように思います。

留学生にとっては就職先で働くことによって､ 単に給

料だけでなく何を得られるか｡ど のように自分を成長さ

せてくれるかを注目すると良いでしょう。

ＡＢＣそれぞれについて慎重に｡ そして深< まとめてお

きまでしょう。

そしてＲＫＫ会員のチューターがお手伝いすることは

エントリーシートの日本語指導､ 面接時の日本 的マナー

指導等も重要ですが､ このＡＢＣ事項を留学生がまとめ

る上でのサポートが大切であると思われます。

４. 結び

裸用する企業側が就職希望学生に対して期待するこ

とは､ 一般的に｢行動力｣「知力「志と心｣でしょう。

さらに留学生には日本語能力は勿論｢真のコミュニケ

ーション能力｣と｢異文化理解能力｣についてはより強い

ものを期待していると思われます。

就職活動を人生のーつの重要なステップとして位置

づけて取り組んでほしい 。

そして就活に真剣に取り循むことによって｡ 今後 の人

生に必ずや役に立つことを確信しています｡ サポート役

のＲＫＫ会員チューターは留学生の意向を大切にしたお

手伝いをお願いしたい。

最後 に.ＲＫＫ就職情報支援委員会を活用することを

お願いします。
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中国語学習グルｰ プ

中国語学習の楽しみ

大家好｡ ダ ー ジャ ハオ｡ 皆様こんに

ちは!

昨 年10 月に留学生と語る会(ＲＫＫ)に

加入した福里浩久です。

日本 語の 漢字は 、中国語 では双 字

(ｈａｎｚi)と呼ばれるようです。

私の驚きは､ 同じ漢字でも日本と中国では全く意味が違

うということでした。

例えば、日本で｢行く｣は中国では｢ 去｣。日本で｢ 走る｣は

中国で｢ 歩｣ 。以下思いつくままに挙げると､ 汽車→自動

車｡ 愛人一配偶者に れは日本と中国では真逆ですね)、

聞→におい｡ 机→機械｡ 勉強→無理矢理(なんとなくわ

かります)｡あと｢食べる｣を中国語では｢ 吃｣｡ これは日本で

日本語支援グループ

中国語学習グループ 福里 浩久

は｢どもる｣です｡ 全て日中で違うというわけではないので

すが､要 注意の単語が結構あるのだと思います｡まだまだ

これから出てくると思いますが､ それもまた中 国語学習の

楽しみでもあります。

老師は､ 中国東北地方の出身で､毎回授業の後は食事

するのですが､ 中華街の老師の出身地のお店で､ 中国料

理を堪能できたのは格別でした｡いろいろな種類の鮫子を

食べ比べてきました。

中国 語を共に学ぶ先輩方も､ ベテランの方が多く｡学ぶ

雰囲気はとてもアットホームで居心地が良いです｡ 今はウ

イルスの影響で休講状態ですが､ 早く再開されることを願

っています。

◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆　 ◆

私の日本語支援

早いものでこの活動を始めてから18 年の年月が経ちま

した この間おそらく８ 割の方は中国 からの留学生だった

と思います 彼らは母国で日本語を学び 来日して来ます

そして 各自のニーズ｡ 例えば ＹＮＵ の研究 科､ 修士の

入学を目指したり､NI に合格したいとか､具 体的な目標を

持っています。

そんな中でこれはちょっと難しいなあと感じるのぱ 日本

人の様に話したい"というリクエストです もちろんそういう

リクエストをする留学生はかなり上級の日本語能力を有し

ヒアリングも問題ないレベルなのですが発音に関しては残

念な事に“外国人がしゃべる日本語" になってしまいます。

ですがそれはある意味 仕方がない 事ですから 私は

まず発音はあまり気にしないで色々な日 本人の話を聞い

◆　 ◆　◆　 ◆　 ◆　 ◆　◆

マ ッ チ

中央地区 高島 千恵子

たり､話す機会を持てば日本語もいろいろあり､ そしてその

言葉の背景が理 解できるようになれば その場にふさわし

い的 確な日本語がポンと出て来て会 話がスムーズになり

自然と日本語が｢板につく｣はずとアドバイスしてます。

そんな彼らとは｢ 常識として知っておきたい日本語｣を参

考に一緒に勉強しています。日本人の私でも知らないこと

ばかり｡ 留学生ともども｢ヘー｣つて感じで楽しくすすめてい

ます｡ また､ 生け花、 お茶､ などのイベントがある時は誘

って見学してます。

まさに､ 百聞はー見にしかず。

私との出会いが日本語上達の一助になれば嬉しいなあ

という気持ちで支援を続けています

◆　 ◆　 ◆

ン グ

◆　 ◆　◆　 ◆　◆

情 報

･2011 年度から､２０１９年度までの日本語指導状況の推 移

一人数等は､ すべて延べで数えた数

SＴＵ ＤＥＮ Ｔ 数･ 支 援 会 員 数 ･マ ッ チン グ 数 の 推 移

匪護･ ’11・ ’12･’13･’14･’15･’16･’17･’18･'19･

STUDEr剱･ 74･ 98･ 135 141 178･ 197･ 2(8 1田･ 174･
支援会員 剱， S 53･ 田･ 79･ Ｓ･ 舶- a5･ 印－ 7＆

マッチJ剱･ 沁 Ｇ･
万 一

肌 16- 画 一 田･ 田･ 70

平均支援人数の推移

年度 ヤ '12 '13 '14 '15 '16 117 '18 '19
平り 支援人数 148 １函 2(X5I SI 207 212 2､a5２３ 229

SＴＵＤＥＮＴ数･ 支援会員数は､ やや減りましたが､ 平均支援人数は高い値が続いています。
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文化･ﾌｧﾐﾘｰ 交流ｸﾞﾙｰ ﾌﾟ
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女 学 院 大 学 と の 交 流
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乞必j ツ　～6｢4 謡蜃戈挙鉦ii から尼がる61鹸妥涵 ～

フェリス女学 院大学では学生を中心に留学生支援を行

い まヽす｡ ふ;､Eぷ λ徊i を支援する劣 ふΣ､ 学 習支援を
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ゐおく　 に ほんじん はばひろ ねんだい　かた　ふ　 あ　 き かい生 に は よ り 多 くの 日 本 人 、幅 広 い 年 代 の 方 と 触 れ 合 う 機 会

ていき1う　　　　　　 さまざｌ　ｐｒ ｏｌ ｒ 畠・ しようかい
を 提 供 す る た め ＲＫ Ｋ の 様 々 な プ ロ グ ラ ム を 紹 介 し て い ま

１ す 。

‐

‘
―
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これまでに多< の留学生がＲＫＫ の活動(横浜開港150

:L･5 ねんきねん　 れきＬ　 み　 ｉｌ Ｓｔ ６１１　 かんそ弓111ぴょうかい
ｉ　周 年 記 念 の 歴 史 を 見 る バ ス ツ ア ー ＆ 感 想 発 表 会 、横 浜 港
！

－

‐ 国際クルーズ．日本語 スピーチコンテスト．湘南ひらつか

！ たな1また　　　　　 しぜ４こうえ４ さくら だの　　　 など　 さ んか
！ 七 夕 ま つ り 、こ ど も 自 然 公 園 で 桜 を 楽 し も う ！ 等) に 参 加
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●●･¦¦｜"cjel くいんr2いずく こくきい か す ずきかずｌ
フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 国 際 課 鈴 木 和 枝

し､ 貴 会 員 と の 交 流 を 深 め て い き ま し た｡ ホ ー ム ビ ジ ット･

ホ ー ム ス テ イ で は 留 学 生 を 家ii の 一 員 の よ う に 受 入 く だ さ

り｡ ま た 日 本 語 個 人 学 習 支 援 で は 温 か く 留 学 生 を 見 守 り

ご 指 導 くだ さ っ た 方 々 に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す｡ 留 学 生

か ら｢ 日 本 の 会 社 に 就 職 が 決 ま っ た の で お 礼 の メ ー ル を

送 り た い｣｢ 個 人 指 導 を 受 け た チ ュ ー タ ー の お 宅 に も ご 挨

さ
っ　 い　　　　　lj 了こ(　 り　　　　　 きかいi･4

拶 に 行 き ま す) な ど の 報 告 を 受 け る た び に､ 貴 会 員 と 留 学

生 の 間 に 深 い 絆 が 生 ま れ て い る こ と を 実 感 し 嬉 し く思 い

ま す 。

留 学 生 の 日 本 留 学 が よ り 有 意 義 な 学 び と な る よ う｡ 人 生

経 験 豊 か な 会 員 の 皆 様 に お 力 添 え い た だ け れ ば 幸 い で

ねん ど　　　　　　 ねか もう　あ
す｡2020 年 度 も ど う ぞ よ ろ しく お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

～ フェリス女学院大学とＲＫＫとの活動 ～

い っ た い 何 年 に な る の で あ ろ う か ？

なん｢こん　りゅうがくぜい　　
っ　 あ

何 人 の 留 学 生 と お 付 き 合 い し た の で あ ろ う か ？

何 人 の Ｒ Ｋ Ｋ 会 員 が お 付 き 合 い し た の で あ ろ う か ？

今 と な っ て は 定 か で な い が こ と ほ ど 左 様 に 同 学 と

ＲＫ Ｋ と の お 付 き 合 い は 長 ＜ 多 岐 に わ た っ て い る 。

に ほ んご がくしゅう たなぱたまっ　　 はなみ かてぃほうしん りゅうがくtいかっ
日 本 語 学 習､ 七 夕 祭 り 、お 花 見､ 家 庭 訪 問 、 留 学 生 活

11j､ Ｕようかい 「こちにょうかつ1「j　 かくLゆ・ ｌ ｅｌ ｌ　 さまざ事
；　発 表 会 な ど 日 常 活 動 と 各 種 イ ベ ン ト と 様 々 で あ る 。

！　　　　　　　　　 しゅっLんこくぺうひり つ　　 に１１４

！　 Ｒ Ｋ Ｋ 会 員 留 学 生 の 出 身 国 別 比 率 は 、 日 本 へ の 留 学

；　 ぜ&たい　 ひり つ　　　 ｌ な　11 いこう　 しめ　　　　 ちゅうごく

ｉ 生 全 休 の 比 率 と ほ ぽ 同 じ 傾 向 を 示 し て い て 中 國 、

！ ｙｉ･ ¶ｎｌ ●　ｌｌ ｄｕ ｎ ●ｓ・ ａａど・ ｓｉ ｌ ちいき
！ ベ ト ナ ム 、 イ ン ド ネ シ ア 等 ア ジ ア 地 域 か ら の 留 学 生 が

！
おお やg　　　L　　　　 いっljう

ｉ　多 ＜ 約80 ％ を 占 め て い る 。 一 方 フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 の

一

ａ

～

Ｉ

～

。

～

‐

Ｗ

Ｉ

～

ａ

～

■

１

１

留学生はアジアのみならず世界各地 から来日しており

Ｖｌ「｜
・ｔｙ　と　　　　　　　　　 かっこく

バラエティに富んでいる。 これら世界 各国からの留学

文化･ファミリー交流 徳屋 英生

生との交 流 を通じて彼女たちの見方、考 え方を知り、

新たな発見をすることも多い のである。

ぜんいん　ゆかた　 き　　んか七夕 祭り には 留学 生 全員が 浴衣を 着てi 加 し、

七夕会に華を添えてくれている。

お花見では彼女た ち手作りのお国 料 理が 楽しみな

ものである。

りゅうがくせいかっljつびょ5かい　　　　　 けいけん　かん
留 学 生活発 表会 は彼女たちの経験、感じたことな

どを日本語 で発 表 するもので時 に笑いあ り、また 涙

しき　 と　speech
ありの示唆に富むスピーチである。

横浜にあ る同学留学生との交流を通じて世界に目を

向け､ 世界を知る機会が今後とも継続し、さらに拡大し

ていくことを 心 より願うものである。
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フェリス女学院大学との交流
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こうかんりゅうがく～ 交 換 留 学と ＲＫＫ ～

旧 ねん がつ　 ころ　 にほ ん　 りゅうがく

2019 年 ４ 月 の 頃 に 日 本 へ 留 学 に

・　　　　 、．　　 い　　　　　　 いちねんかん　 こうかんりゅうがく
戸1　 行 き ま し た ． た っ た 一 年 間 の 交 換 留 学

．　　　　 ・　　　　 じ かん　 む だ　 すご
な の で ． 時 間 を 無 戚 に 過 せ な い よ う に

しゅうじ
つ　 りゅうかくせいかつ おく

充 実 し た 留 学 生 活 を 送 り た い で す そ の

乱 ご　　
いちねんかん　がっこう　 じゅぎょうい がい

わ け で 、 私 は こ の 一 年 間 に 学 校 の 授 業 以 外 に い ろ い ろ な

たいけん　　　　　　　 廿･きょくてき　　　　　　 たと
体 験 し た こ と な い こ と を 積 極 的 に 体 験 し ま し た. 例 え ば 、５ 月

お だ わらほうしょうご だいまつ　 なつすえ 「まな ぴたいかい さ どぅ

の 小 田 原 北 条 五 代 祭 り 、 夏 末 の 花 火 大 会 、茶 道 体 験 、

かまくら　 えんそく な ご や　 りょこう　　 さまざま

鎌 倉 に 遠 足 、名 古 屋 に 旅 行 な ど 、様 々 な こ と を 体 験 で き た

じぶ ん ど弓ころ　 なかま　 せづきょくでき じょ了・了 しゅうしゅう　 ぎん か
の は 、自 分 と 同 行 の 仲 間 が 積 極 的 に 情 報 を 収 集 し て 参 加 し

た だ け で は な<｡ フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 も 留 学 生 の た め に た くさ

II. ●●¦¦’　
かいさい　　　　　 とく

ん の イ ベ ン ト を 開 催 し ま す か ら 。 特 に フ ェ リ ス の 留 学 生 は

毎 年 の 九 月 の 時 に フ ェ リ ス の 一 般 生 と 一 緒 に 広 鳥 に 行 っ

（ 二） ら ⇔　 ⌒ 口　C-.

－ 一 一 一 一 一 一 一 －

フ ェリ ス 女 学 院 大 学 蒙 采 岑( 台 湾)

にlj4ゐづj'J ・p ・a ●s ・:･II I　 のこ　 霜' くて､ 二 泊 三 日 の ジ ャ パ ン ニ ー ズ ッ ア ー に 残 っ た 記
樋

は と て も

深 か っ た で す｡ 一 般 の 学 生 と も っ と 仲 良 くで き て､ 平 和 に つ

い て も よく 勉 強 に な り ま し た｡ そ し て 、国 際 課 も 留 学 生 向 け

の 情 報 を 教 え ま す｡ そ の お か げ で､ 私 は 留 学 生 と 語 り 合 う 会

に 出 会 い ま し た｡ 最 初 の き っ か け は 平 塚 の 七 夕 祭 り で す 。

旧･'■¦l,' ｜ 
つ　　　　　　　　　4

RKK の メン バ ー た ち は 私 た ち を 連 れ て 平 塚 の 七 夕 飾 り を 見

に 行 っ た り 、神 社 に 参 拝 に 行 っ た り 、短 冊 を 飾 っ た り 。 日 本

の 伝 統 的 な 歌 を 歌 っ た り し ま し た｡ と て も 楽 し か っ た で す｡ さ

そ
っぎょうろんぷん　　　　　jﾃIJ よ{L争　　　　 ぷ Ｃ

ら に､ 私 の 卒 業 論 文 もRKK か ら の
極

力 者 の お か げ で 無 事 に

完 成 し ま し た｡ フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 とRKK の お か げ で､ 私 が

日 本 で の 生 活 は 楽 し く 過 ご せ な が ら 日 本 語 能 力 も よ り よ くな

り ま し た 。

口

"

わたし　 りゅうがくたいけん
私 の 留 学 体 験̃

ドイツから来ましたジューリビドーアン

ねん　 が
っ　 にほん

ジェラです｡２０１９年の3 月から日本に

留学をしました。そろそろ一年間が終

わって、帰国しますので、ここに私の

留学経験について書きたいと思い ま

、この不思議の国はどうだろうかなと

lj ･iゝ ｀I I･｜､¦･1! ｜思 い ま し た｡ 私 は2012 年 は デ ュ ッ セ ル ド ル フ 大 学 で 日 本

Lやかい　 ぷんか　　　 べ&きょう はじ　　　　　 ひじjう　き工うの 社 会 や 文 化 に つ い て 勉 強 を 始 め て 、日 本 に 非 常 に 興

味 を 持 ち ま し た｡ つ い に 日 本 に 行 く 機 会 が で き て､ 本 物 の

日 本 を 楽 し み に し ま し た 。

こ の 留 学 を 通 し て 様 々 な 体 験 が あ り ま し た｡ 本
絹

のil 自

き　1 れlllん　　　　　 い　 ぱな　ちぶ5?ん　　　 な
っ　 ４が

を 着 る 経 験 か ら は じ ま り 、 生 け 花 に 挑 戦 し た り 、 夏 に は 流

し そ う め ん を し た り､ あ る と き は 剣 道 を 体 験 し た り し ま し た 。

ひろLI ぢとず　 さい　　　 ば≪L9　 かた　 はなLそ し て 広 島 を 訪 れ た 際 に は､
樋

爆 者 の 方 と お 話 を さ せ て

¦ ． ． ． ． ． ． ． ． 一 一 一 一 一 － ● － 一 一 － ● － ● －

口

フ ェ リ ス 女 学 院 大 学 ｼﾞｭｰﾘﾋﾄ･ アン ジェラ(ﾄﾞｲﾂ)

い た だ く 機 会 も あ り､ そ れ は 私 に と っ て､ 忘 れ る こ と が で き

な い 思 い 出 と な り ま し た｡ 国 際 的 な 友 達 と 一 緒 に 長 い 時 間

富 士 山 を 見､ 星 を 眺 め し て､ 一 緒 に 御 朱 印 を 集 め に 神 社

や お 寺 に 行 き ま し た｡ 一 緒 に 花 火 を 見 た り お 風 呂 で い つ も

長 話 を し た り､ 本 当 に 楽 し か っ た 。

いちねんかん はＣ　　 に ほん　まっ
こ の 一 年 間 に 初 め て 日 本 の 祭 り に 行 き ま し た｡ ＲＫ Ｋ の

き れい　 ゆかた　 き　 ひら
っか　 ゆうめい たなぱたまっ

み ん な さ ん と 綺 麗 な 浴 衣 を 着 て､ 平 塚 の 有 名 な 七 夕 祭 り に

と(ぺっ おも
行 き ま し た｡ そ の 体 験 は 私 に と っ て 本 当 に 特 別 な 思 い で に

な り ま し た｡ 私 は 最 初 か ら､ 日 本 の 浴 衣 が 好 き で､ ＲＫ Ｋ の

み ん な さ ん の お か げ で 着 れ る よ う に な り ま し た 。

こ れ か らド イ ツ に 帰 国 し て も､ こ の 七 夕 祭 り で 一 緒 に 歌 っ

た 曲 を 聞 く と､ 絶 対 に こ の 素 晴 ら し い 日 を 思 い 出 し ま す｡ ま

た会える日を楽しみにしています。
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フェリス女学院大学との交流

一 ・ － 一 一 － ・ － 一 一 － ・ － 一 一－ 一 一 ・ － 一 一 一 一 一

し んがたc,1r｡n;,virlls かんせんかくだい ぽ うし　 ｈ ｏｔｅｌ　 たい さく

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 に ホ テ ル の 対 策

胃 ’:Ｘ:2017 年 か ら2018 年 ま で フ ェ リ ス

－ 。

､･9､？　　 ・ 。 ’ 女 学 院 大 学 で 留 学 し ま し た 、デ ィ ア

;;441S;i　

－ キ ン タン プ ス パ ニ ン ル ー ム と14 し

｡゙゛･ ●ヽ　　　　　 りゅうがく　お　　　　 ねん　き こく

･、　　 ≒　
ま す 。留 学 を 終 え て2018 年 に 帰 国

四　　　　　　

そつぎょう
………｡4XJL4　　 を し 、大 学 を 卒 業 し て か ら 、2019

はる　¦ まこ ね　　norel　 つと
年 の 春 か ら 箱 根 に あ る ホ テ ル で 勤 め て い ま す 。箱 根 で

働 い て る か ら11 ヶ 月 経 ち ま し た｡ 春 休 み が 始 ま っ て 忙

し い 日 々 を 期 待 し て い ま し た が 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が

は や　　　 き
ゃくすら　 お　　　 じょろきょ5　 つづ

流 行 っ て か ら 客 数 が 落 ち て い る 状 況 が 続 い て い ま す 。

いそが　 じ き　
っうしょうまんしっ　　　 じっさいきゃくしっ　¦もんぶん　あ

忙 し い 時 期 は 通 常 満 室 で す が､ 実 際 客 室 が 半 分 も 空 い

て い ま す 。 客 数 が
ぶ

な い の で す が 、お
Ｗ 箱

が
桜 遥

に
嘉

どりょく
ご せ よう に ホ テ ル な り に が 努 力 し て い ま す 。

"

元 留 学 生　 デ ィ ア ー キ ン タ ン プ ス パ ニ ン ル ー ム

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め に ホ テ ル の

たしき
ぐ　　　　hQt11　staff ぜんいん　 ｉ ●ｓｋ　 ちゃくよう

対 策 と し て は 、 ホ テ ル の ス タッ フ 全 員 は マ ス ク の 着 用

(レ スト ラ ン の ス タッ フ は 手 袋 も)｡ ホ テ ル の 玄 関 や レ ス ト ラ

ン 入 り 口 な ど で ア ル コ ー ル/ 消 毒 薬 の 設 置 、 お 客 様

ｃｈｅｃｋ　ｏｕｔ　　　 のち　 へ や　 かぎ　 う1すっけ　 しょうどく

チ ェ ッ クア ウ ト さ れ た 後 に 部 屋 の 鍵 や 受 付 の 消 毒 、

ｐ ｕｂｌ ・ ｃｓ ｐａ ｃｅ　 ぜんきゃくし
っ　　 まいにちLようどく　 ぉこな

パ ブ リッ ク ス ペ ー ス や 全 客 室 に も 毎 日 消 毒 を 行 う 、

ビ ュ ッフ ェ レ スト ラ ン の 座 席 に 間 を お く 、使 い 終 わ っ た 席

ｔ ａ ｂｌ ｅ　 ｓＩ ｃｏｈｃ Ｉ　しょうとくtonXs　 てぃきてき　こうかん
や テ ー ブ ル を ア ル コ ー ル で 消 毒 、ト ン グ を 定 期 的 に 交 換

す る な ど｡ そ う い っ た 対 策 を 行 っ て いま す 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の た め 外 出 を 控 え て い る 方 は 沢

山 い ま す が 、落 ち 着 い た ら 箱 根 に 沢 山 の 観 光 客 が 来 て

く れ る と 嬉 し い で す 。

りゅうがくせいかつはっぴょうかい　 さ ん か

留 学 生 活 発 表 会 に 参 加

ｌｌｒｒｌａじょかくいんだいがく　¦まづひょうかい
フェリス女学院大学で発 表会 がされました。

台湾、韓国、中 国 、インドネ シア、ドイツからの12 人の学生で

彼女たちは 留 学の楽しさ、学んだことなどを各人それぞ れの視点に立って日

本語で熱く謳っていました。 私 たちが日ごろ見落としている事 柄など

新たに発見することも多々あり ました。

徳屋 記

・ ご 一二 ． ● ご､ 一一j ヽ 一: 、.

ト
ピ

゛1?
勿 認　- ｙ･

≒J.:-.リ･ ｀゙一:'-:,'･

神 奈 川県 日本 中 国 友 好 協 会｢ 交 歓の つど い｣ に参 加

神奈川県日中友好協会 の ２ 月開催の交歓のつどいの案　　 奈川県担当部局はじめ､ 多くの関連団体の参加があり､そ

内を受け岩 瀬さんと共に参加し､ 多くの方々と交歓ができ　　 の中でＲＫＫも挨拶をさせていただきました｡ ＲＫＫが創立

ました｡ ＲＫＫは非常に多< の中国留学 生への支援を進め　　20 周年を経て､現 役の留学生の支援のみならず｡ 留学中

ています｡ そのために日中友好協会の活動を理 解すると　　 に支援した現社会人との交流も

共にＲＫＫの活動を知っていただくことが望ましいと思いま　　 増えていることを紹介しました。

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 また､ 神奈川県日中友好協会の

交歓のつどいは、･高校生(5 人)の中国訪問報 告、･同　　 機関誌｢日中友好の輪｣にもＲＫ

協会名誉顧問の講演(中国との交流の歴史等)があり、日　　 Ｋの詳細な活動を紹介させてい

中友好 の現状に接しました｡ また､ 盛 大な懇親会では､ 神　　 ただきました。　　　( 深水)

－

』

‐

・

‐



地区だより
９ り

南 地 区

南地区は､ 布津副理事長｡ 創立当初からのベテラン会

員､ そして新しく加わった会員など多様な17 名で構成され

ています｡ 地区では年間スケジュールを決め年３回交流会

を開催し.ＲＫＫの情報伝達､ 留学生情報の交換など会員

の親睦交流に務めています。

１月の交流会は､ 中区区民活 動センター研修室で開催

しました｡ 参加された深水理事長より｢昨年はなんと言って

も創立20 周年 記念行事が皆様の協力のもと滞りなく出来

たことが感慨 深い､ 今年も力を合わせてＲＫＫを盛り上げ

よう｣との話 があり､ 布津副理事長からＲＫＫ会員の現況報

南地 区　原田勝史

告およびチューターの人員不足問題の報告がありました。

引き続いて参加会員から担当している留学 生の現況､ 問

題点､ 悩みなどが報告され､ 助言･ 意見などの交換をしま

した。

その後､ 会 場を中華街の菜香に移し､ 恒例となった昼食

を兼 ねた新年懇 親会を開催しました｡ 軽く一杯 入ったこと

もあり､ 話題は留学生の現況から日中韓の国際問題に発

展し活発な意見交換を行ない一層の親睦を深めました、

次回は５月開催の予定です。

中 央地 区

中央地区では､ 新 型コロナウイルスの感染拡大など の

影響により３月１５日に開催 する予定でした第４回目の 交

流 会を中止することとしました｡ そのため 、地区 のたより

は､ 中央地区を振り返ることにしました。

メンバーは､ 今年度新しく４人の方が加わるなどして､ 全

体で19 人となっています｡ 活動としては､ 次のことが挙げ

られます。

交流会を年3 ～４回開催し､ 内1 回は 留学生を招いて食

事会をし､ 交流を深めています。日本語支援をされている

方は８人で､２０人の留学生を支援しています｡ 国籍は､ 中

国､ ミャンマー､ ベトナムです。

RKK フェスティバルの文化交流会では､ 岩科さんが他地

区の方々と協力して､ 卓上でできる簡単なお手 前で参 加

者に抹茶と和菓子をふるまいました｡ また｡ 中国の大学で

茶 道の手ほどきを受けた留学生 支 彫 形 さんが加わり、

実際にお手前を披露していただいたので､ 例年になく楽し

中央地区 畔取 孝

いお茶席となりました。当日、着物の着付けを希望する留

学生には､ 松本さんが持参した着物を着付けし､ 文化祭を

楽しんでもらっています。日本の文化を体験できるので､ 留

学生には好評です。

さらに､ 昨年より村田さんが留学生支援として､ 留学生向

けの安全対策(防 犯･交通事故対策他) 、文章作成の支援

(奨学金申請の書き方他)など多数の支援情報をホームペ

ージに掲載しています｡ この内容 は、日本語支援をされて

いるみなさんにも大いに役立つ内容になっています。

今後の交流会としては､ 他地区との合同交流会を模索し

ていきたいと考えています。

交流を楽しみながら､勉強会、

地区の課題などのお話しがで

きれば､ 会員同士のつながり

が深まると思っています。

賛助会員のみなさまへ：ご支援ありがとうございます。

周　亜萍、小久保佐恵子、杉田あずさ、佐々木紀長、山田 実（敬称略）

新入正会員のみなさまへ：よろしくお願いしま す！

藤樫大二郎（川崎市）、平沼隆志（保土ヶ谷区）（敬称略）
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地区だより 毎

̃ 前理事長の太田さん転居による歓迎会̃

東 地 区

今年は暖冬で桜の開花も早かったの ですが猛威をふ

るう新型コロナウィルスの影響で、いつもの心が浮き

立つような気分に水をさされてしまいま した。東地区

では交流会を今年度より年４回としたの ですが、残念

ながら今年３月に予定していた第４回目の交流会は中

止せざるを得ませんでした。その 為昨年末に行われた

第３回目の交流会の様子をご紹介致します。

いつも交流会は武蔵小杉駅近くの川崎市民活動セン

ターで行われ 、１０名前後の方が参加されます｡ 話題は

各自の留学生支援の状況についての情報交換が主なも

のです。また今回は前理事長の大田さんが都築区に転

居され 東地区所 属となったため 新たに参 加されまし

卜
こ

東地区　 鈴木　隆

た。強力なメンバーの加入でますます交流会が盛んに

なる様に皆さんと盛り上げていきたいと思います。最

近では交流会のあと必ず懇親会を開いており。当日 は

年末の忘年会と大田さんの歓迎会を兼ねる事にしまし

た。さらに懇親会にインドネシアからの 留学生のデ ィ

アさんが参加してくれましたが、偶然にもその日がデ

ィアさんの誕生日だった為ディアさんの誕生日祝いも

兼ねる事にして、皆さんと

楽しいひと時を過ごす事が

出来ました。

写真は誕生日祝いのケー

キとディアさん、デュータ

ーの西村さんの笑顔 です。

お も な活 動 ぐ２０２０ノ２ か ら ２０２０ノ4 ま で）

醇 扁

◇新型コロナウ イルス感染防止のために 、活動が制限

され各種イベントの中止､ 会議の中止･ 延期が発生し

た。サポートセンターのボランティアサロンの閉鎖

などにより、留学生との交流も。限定された条件にお

いての実施を余儀なくされた。
Ｄ ｙ 程 ヨ 匹 グ

◇3/22 に予 定されていたが、スタッフが一同に会する

ミー ティングは中止し。活動グループ､ 地区交流会、

委員 会それぞれからのC&C （報告 一連絡そして相談）

をメールまたは書面で報告メモとして収集し、2019

年度第４回スタッフミーティン グ報告メモ集（全11

ペー ジ）を作成。配信した。
四 ‾グ刄ニフ

◇日本語支援G:3 月開催予定の全３回日 本語の教え方

ブラ ッシュアップ講習会は中止。

◇文化･ファミリー交流G:3/29 を予定したお花見会は

中止 。

◇中国語学習 Ｇ：第４回コースは２月。３月を休講。

◇社会 一工場見学G:3/18 に予定してい た日本科学未

来館 、防災体験学習施設見学会は中止。

-

ノ

匝 凌 皿

◇東地区:3/15 に予定した交流会･ 懇親会は中止｡ 会員、

支援留学生数は増加傾向。

<〉西地区:1/26 に16 人の参加で交流会を実施。1/21 の

フェリス女子学院の留学生活発表会に参加。

◇南地区:1/12 に中華 街のレストランで新年会 を実施。

◇北地区:1/18 に９人が参加し。鶴ヶ峰の｢ みなくる｣

で交流会を実施。

◇中央地区:3/15 に予 定した交流会は中止。

<〉湘南地区：２月に予定した交流会は中止。藤沢市市民

活動推進センターは閉館。

屡頁涵

◇会員委員会:3/22 予 定のマッチング検討会を中止し、

メールで情報収 集。会員名簿管理。

◇広報委員会:RKK ニュース79 号の編集。イベント中止

にともない編集 を工面。

◇就活情報支援委 員会:2/15 の委員会にて 、就活支援情

報メールの定期 発信と就活サロンの運営を再検討。

◇企画委員会：夢ファンド推進。会議室予約管理。

◇会計委員会：月次精算 一決算作業。講習会受講料振込

管理。年会費納 入管理。

◇事務室：総会・理事会・スタッフ ミーティング開催準

備。事業計画作 成支援。会員委員会サポート。

ほ うじ ん

NPO 法 人
りゅうがく せい　 か た　 あ　 か い
留 学 生 と 語 り 合 う 会

れん　 らく　 きき　　　　　　　　　　　　　　　　　　

はぎわら　 ゐうL

連　 絡　 先: 〒245 －0008 横 浜 市 泉 区 弥 生 台9-1-12-407　 萩 原　 敦

Ｅ メ ー ル:rkk10250mce 向 Ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｉＤ　 Ｔｅｌ ＆Fa ｘ 045-813-8327

ホ ー ム ペ ー ジ:http:/7rkk. ｗ ｏrld.ｃｏｏｅａｎｊｐ/

Friendshjp Associalion f1) 【 】ｎｌｅｍａtional Stｕdenls and Japanes ｅ Ｖｏｌｕnleers

RKK ニ ュ ー ス 編 集:RKK 広 報 委 員 会　 春 号 担 当　 杉 田 慶 子　Apr11 28.2020

無 断 転 載 を お 断 り し ま す 。

國
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